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Neonatal Lupus Erythematosus(NLE)の1例
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表１検査所見（1990年５月７日）

皮層臨床３６(1)；３２～33,1994

豹特集／謬原病

NeonatalmpusErythematosus（Ｎ皿）の１例

伊藤文彦＊田村俊哉＊飯塚一＊

岸山和敬*＊石川信義**＊

症例２カ月，男児

初診1990年５月７日

主訴左胸部の淡紅色の皮疹

家族歴母親がシェーグレン症候群

既往歴患児は第１子，出生時体重32009,正常分

娩

現病歴初診の約１週間前から左胸部に淡紅色の丘

疹が出現｡徐々に環状紅斑を呈するようになったため，

北見赤十字病院皮層科を受診した。

現症左胸部に母指頭大，淡紅色で辺縁がわずか

に隆起し軽度の浸潤を触れる環状紅斑を１個認める

(図1)。

病理組織学的所見表皮では一部で軽度の液状変性

が認められ，その直下から真皮上層にかけて単核細胞

の浸潤が認められる（図２)。また，真皮深層でも毛細

血管周囲に単核細胞の浸潤が認められる。

初診時検査所見(表1）抗核抗体320倍（speckl

ed),抗ＳＳ－Ａ抗体４倍,抗ＳＳ－Ｂ抗体２倍のほかには

著変を認めない。北見赤十字病院小児科を受診し，心
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図２軽度の液状変性と単核細胞の浸潤（ＨＥ染色）
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図１左胸部の皮疹
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